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● 大気の現況把握
京都府及び関西電力㈱が大気汚染状況を常時監視しています。

測定
地点

京都府東舞鶴測定局 … 浜（新舞鶴小学校）に設置
関西電力㈱測定局 … 三浜、岡安、和田、七日市、上東に設置

● 工場、事業場からの大気汚染（含む悪臭）の抑制
市と主な工場との間で環境保全協定を締結し、その協定に基づいた監視・指導を行って
います。

● 自動車排ガスの監視強化
市では、交通量の多い道路27カ所で年一回、二酸化窒素の簡易測定を実施し、自動車排
ガスによる影響を監視しています。

　　　  二酸化窒素（NO2）の測定結果   

二酸化窒素は、工場やボイラー、自動車のエンジン、家庭用のコンロやストーブなどで
の燃料の燃焼に伴い発生します。平成17 ～ 26年度の10年間、年間の環境基準を達成し
ています。

　　　  二酸化窒素の測定結果（市測定分）   

平成21年度から年 1回、
カプセル簡易測定方法（※）に
より測定。
27カ所すべてにおいて環

境基準を達成しています。

※カプセル簡易測定方法
　空気の補集管としてのフタ付プラスチ
ック容器などに、吸収剤を染み込ませ
たろ紙を入れ測定場所に設置。24時間
経過後にカプセルを取り外し、発光液
（ザルツマン液）を加えて発色させ、そ
の色の濃さを比色計で測定して濃度を
計算します。

　　　  二酸化硫黄（SO2）の測定結果   

二酸化硫黄は、石油や石炭などの化石燃料の燃焼に伴い発生する気体です。無色で刺激
臭があります。平成17 ～ 26年度の10年間、年間の環境基準を達成しています。
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大気環境の保全

二酸化窒素

環境基準

1時間値の1日平均値が0.04ppm
～ 0.06ppmまでのゾーン内又は
それ以下であること。

年間の環境基準評価方法

年間における1日平均値のうち、
低い方から98％に相当するものが
0.06ppm以下であること。

二酸化硫黄

環境基準

1時間値の1日平均値が0.04ppm
以下であり、かつ、1時間値が
0.1ppm以下であること。

年間の環境基準評価方法

年間を通じて測定した1日平均
値の高い方から2％の範囲にあ
るものを除外した値が環境基準
（0.04ppm）以下であり、かつ、
1日平均値が環境基準を超える日
が 2日以上連続しないこと。
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　　　  PM2.5 の測定結果   

PM2.5は、大気中に浮遊している2.5㎛以下の小さな粒子のことです。浮遊粒子状物質
よりも小さな粒子である PM2.5は、肺の奥深くまで入りやすく、呼吸器系への影響に加え
て循環器系への影響も心配されます。
市内では平成24年度から測定を行っており、長期基準（年平均値が15㎍ /㎥以下）では
環境基準を達成していますが、短期基準（日平均値が35㎍ /㎥以下）では、平成26年度に
測定値が環境基準を超過した日数が6日ありました。

　　　  ダイオキシン類の調査結果   

ダイオキシン類は、ものが燃える過程などで発生します。非常に毒性が強く、分解しに
くい性質を持っているのが特徴です。市内では、毎年環境基準を達成しています。

　　　  浮遊粒子状物質（ＳＰＭ）の測定結果   

浮遊粒子状物質は、工場などのばいじんやディーゼルエンジンの排気ガスなどから発生
するもので、その粒径が10㎛（※1 ）以下のものをいいます。非常に小さいため、大気中に
長時間とどまります。平成17 ～ 26年度の10年間、年間の環境基準を達成しています。

　　　  光化学オキシダントの測定結果   

光化学オキシダントは、大気中の窒素酸化物や炭化水素
が太陽からの紫外線を受けて化学反応を起こすことで発生
します。濃度が高くなり、白くモヤがかかったような状態
が光化学スモッグです。平成17 ～ 26年度の10年間、一
度も環境基準を達成していません。
また、京都府測定分において環境基準を超えた日数が近
年増加傾向にありますが、これは府下全域の傾向です。環境基準超過日数が増加している
理由は不明ですが、国内では原因物質の排出量が規制により減少傾向であること、もとも
と原因物質が少ない地方でも濃度が高くなっていることなどから、外国からの飛来が原因
の一つではないかといわれています。
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浮遊粒子状物質

環境基準

1時間値の1日平均値が 0.10mg/
㎥（※ 2）以下であり、かつ、1時間
値が 0.20mg/㎥以下であること。

年間の環境基準評価方法

年間を通じて測定した１日平均
値の高い方から2％の範囲にあ
るものを除外した値が環境基準
（0.10mg/㎥）以下であり、かつ、
1日平均値が環境基準を超える日
が 2日以上連続しないこと。

※ 1　㎛：マイクロメートル。長さの単位。
　　　1㎛ =100 万分の 1メートル
※ 2　mg/㎥：大気 1立法メートル中の量。
　　　mgは重さの単位。1mg=1000 分の
　　1グラム

ＰＭ2.5

環境基準 環境基準評価方法

1年平均値が15㎍ /㎥以下
であり、かつ、１日平均値
が 35㎍ /㎥以下であること。

１年平均値が15㎍ /㎥以下であること、かつ、年
間を通じて測定した１日平均値のうち、低い方から
98%に相当するものが 35㎍ /㎥以下であること。

光化学オキシダント

環境基準

1時間値が 0.06ppm以下である
こと。

環境基準評価方法

6 時から20 時までの昼間時間帯
の１時間値が 0.06ppm以下であ
ること。

ダイオキシン類

環境基準

年間平均値が 0.6pg-TEQ/㎥（※）　
以下であること。

※ pg-TEQ/㎥：大気１立方メートル中の量。
pgは重さの単位。1pg= １兆分の１グラ
ム。TEQは、複数種類あるダイオキシン
類を最も毒性の強い 2,3,7,8- 四塩化ジベ
ンゾ - パラ - ジオキシン（TCDD）の毒
性に換算した値（毒性等量）ということ
を表します。
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● 河川や海の現況の把握
海域（舞鶴湾）では、京都府が4地点で水質を測定しています。また、河川については、
市が26地点で、京都府と国土交通省が5地点で測定を行っています。

《舞鶴湾の状況》
海域の環境基準は、舞鶴湾の湾奥部2カ所と湾
口部2カ所に設定されており、京都府が年6回水
質を測定しています。

　　　  舞鶴湾・COD 測定結果   

水中の有機物質などが、酸化剤で酸化されるときに消費される酸素量のことを化学的酸
素要求量（COD ）といいます。この数値が大きいほど海の水が汚れていることになります。
平成17 ～ 26年度の10年間は、環境基準が未達成となっています。

※　指定類型Ａ：CODに係る海域の類型はＡＢＣの 3種類あり、Ａの場合は、自然探勝などの環境が
　　　　　　　　保全され、マダイ、ブリ、ワカメなどの水産生物が生息できる水質です。

　　　  舞鶴湾・全窒素全燐測定結果   

全窒素・全燐とは、水中の窒素化合物・隣化合物に含まれる窒素、燐の総量のことです。
その値が大きくなると、湾内に富栄養化をもたらし、水生生物に悪い影響を与えます。
湾奥部の方が全窒素・全燐ともに濃度が少し高い傾向にあります。平成17 ～ 26年度の

10年間の環境基準達成状況をみると、未達成の年度の方が達成した年度よりもやや多くな
っています。

※　指定類型Ⅱ：窒素・燐に係る海域の類型はⅠ～Ⅳの 4類型あり、Ⅱの場合は多様な水産生物がバランスよく安定して漁獲される水質です。
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良好な生活環境の確保4

水環境の保全

ＣＯＤ指定類型Ａ（※）

環境基準

1日平均値が 2.0mg/ℓ以下であ
ること。

年間の環境基準評価方法

環境基準点において、年間を通じ
て測定した１日平均値の全データ
のうち75% 以上のデータが基準
以下であり、かつ、１水域におい
て複数の環境基準点がある場合は、
いずれもが基準に適合しているこ
と。
本市の場合、２カ所の環境基準地
点でともに基準を満たした場合に
達成したことになります。

全窒素・全燐 指定類型Ⅱ（※）

環境基準

全窒素の年間平均値が 0.3mg/ℓ
以下であり、かつ全燐の年間平均
値が 0.03mg/ℓ以下であること。

年間の環境基準評価方法

環境基準点において、年間を通じ
て測定した表層水質の年間平均値
の水域内平均値が、全窒素・全燐
ともに基準以下であること。
本市の場合、２カ所の環境基準地
点の平均値がともに基準を満たし
た場合に達成したことになります。
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　　　  舞鶴湾・ダイオキシン類の調査結果   

ダイオキシン類は、平成12年度から測定しています。その結果を見ると、すべての基準
点で毎年、環境基準を達成しています。

《河川の状況》
河川の環境基準は、由良川、伊佐津川、河辺川（ダイオキシン類は伊佐津川と河辺川のみ）
に設定されており、京都府と国土交通省が毎月水質を測定しています。そのほか、市では
年4回26カ所で河川の水質測定を実施しています。

測
定
個
所

《国・府測定河川》❶由良川（由良川橋）、❷伊佐津川（相生橋）、❸河辺川（第一河辺川橋）、
❹高野川（新橋）、❺与保呂川（桜橋）

《市測定河川》①由良川（八雲橋）、②福井川（福井橋）、③女布川（出合橋）、④池内川
（山崎橋）、⑤高野川（大橋）、⑥伊佐津川（新相生橋）、⑦大手川（田辺橋）、⑧大手川（裁
判所前）、⑨靜渓川（新静渓橋）、⑩吉原入江（港橋）、⑪天清川（天清橋）、⑫米田川（相
生小橋）、⑬余部下水路（ジャパンマリンユナイテッド前）、⑭榎川（細谷橋）、⑮寺川（森
三本木）、⑯寺川（初瀬橋）、⑰寺川（八島橋）、⑱与保呂川（養老橋）、⑲祖母谷川（浪
速橋）、⑳堀川（乙姫橋）、㉑志楽川（竜宮橋）、㉒松島川（八島通角）、㉓朝来川（浜田橋）、
㉔河辺川（第一河辺川橋下流）、㉕黒田川（赤野橋上流）、㉖大丹生川（花迫口橋）
※各河川の詳細データは別冊資料集に掲載しています。

　　　  河川・BOD 測定結果   

平成17 ～ 26年度の10年間のうち、平成26年度の由良川を除いては、3河川ともに年
間の環境基準を達成しています。なお、由良川（下流）の環境基準点は5カ所あり、そのす
べてで基準を満たしている場合に達成したことになりますが、平成26年度は5カ所のうち
1カ所（由良川橋）において環境基準をやや上回りました。

※　指定類型：河川、湖沼、海域の環境基準は、水の利用目的に応じて定められており、その利水目的に適した水域を区分し類型を指定しています。
　　　　　　　また、河川の類型はＡＡ～Ｅの 6種類あり、Ａの場合は通常の水道水として利用でき、ヤマメ、イワナなどの海産物が生息できる水質です。

由良川（国府測定河川） 与保呂川（市測定河川）
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ダイオキシン類

環境基準

年間平均値が1.0pg-TEQ/㎥以下
であること。

ＢＯＤ指定類型Ａ（※）

環境基準

1日平均値が 2.0mg/ℓ以下であ
ること。

年間の環境基準評価方法

環境基準点において、年間を通じ
て測定した１日平均値の全データ
のうち75％以上のデータが環境
基準（2.0mg/ℓ）以下であり、かつ、
１水域において複数の環境基準点
がある場合は、いずれもが基準に
適合していること。
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　　　  河川・ダイオキシン類の調査結果   

ダイオキシン類は、平成12年度から測定しています。その結果をみると、いずれの基
準点でも毎年、環境基準を達成しています。

● 水質汚濁の抑制と改善
市と市内の主な工場との間で環境保全協定を締結し、その協定に基づいた監視・指導を
行っています。

● 環境負荷が少ない農林水産業の促進
【エコファーマー】
エコファーマーとは、「持続性の高い農業生産方式の導入の
促進に関する法律」に基づき、環境に優しい農業に取り組む
計画をたて、その計画が知事の認定を受けた農業者（個人ま
たは法人）の愛称です。
平成26年度末までに舞鶴市内でエコファーマーの認定を受
けた件数は55件です。認定を受けた農産物には、エコファー
マーマーク（右イラスト）を付けることができます。

【海のエコラベル】
海のエコラベルは、禁漁区域や期間を定めるなど、環境に

配慮した持続可能な漁業（MSC 認証取得漁業※）により漁獲
された水産物に付けられるラベル（左イラスト）のことです。
京都府内では現在、京都府機船底曳網漁業連合会に所属
する10隻の漁船（うち5隻が舞鶴港）が行うアカガレイ漁業
が認証を受けています。（平成20年取得）

※MSC認証取得漁業…海洋管理協議会（MSC：Marine Stewardship Council）が
定めた基準にのっとり、第三者機関の認証を受けた漁業。

● 水洗化の普及促進
水洗化人口（公共下水道（特環 = 特定環境保全公共下水道を含む）、農・漁業集落排水、

合併浄化槽）は、71,721人（水洗化率88.4％）となっており、25年度（71,264人、水洗化
率87.6％）と比べ、人口比で約0.6％（水洗化率は0.8ポイント）水洗化が進んでいます。
し尿の収集量は、13,223㌔㍑（ 25年度15,153㌔㍑・前年度比約12.7％減）。公共下水

道事業や公設浄化槽整備事業により水洗化が進んだことで減少しています。また、浄化槽
汚泥の収集量は8,011㌔㍑（ 25年度8,137㌔㍑・前年度比約1.5％減）で、公共下水道等
の整備により減少しています。

　　　  水洗化人口の推移   

　　　  し尿量等の推移   

（pg-TEQ/ ㎥）
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※閏年（平成23年度）は1年を366日として計算 資料　市生活環境課
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ダイオキシン類

環境基準

年間平均値が1.0pg-TEQ/㎥以下
であること。
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● 騒音・振動公害対策の推進
騒音には、環境基準の他に、騒音規制法により
要請限度（※）が定められています。市では、国道、
府道の自動車騒音及び一般地域の環境騒音を毎
年測定し、環境基準の達成度を評価しています。
また、振動にも要請限度が定められており、道
路交通振動を毎年測定しています。

※要請限度：自動車騒音や道路交通振動の限度で、その限度を超えて
いることにより道路周辺の生活環境が著しく損なわれていると認め
られるとき、市は公安委員会や道路管理者に必要な措置をとるよう
要請や意見を述べることができます。

　　　  騒音の状況（等価騒音レベルの測定結果）   

等価騒音レベルは、一定期間の平均的な騒音の程度をあらわします。平成26年度は18
カ所のうち、昼間に5カ所、夜間に7カ所で環境基準を超過しています。なお、要請限度
を超過した地点はありませんでした。

　　　  騒音の状況（自動車騒音面的評価結果※ 1）   

※ 1　面的評価とは、道路を一定区間ごとに区切り評価区間を設定し、評価区間内を代表する 1地点で等価騒音レベルの測定を行い、その結果を用いて評価
区間の道路端から 50mの範囲内にある全ての住居などについて等価騒音レベルを推計し、環境基準を達成する戸数及び割合を把握するものです。
※ 2　調査区域内の道路に面する地域（道路沿道両側 50m）に立地する住居などのうち、環境基準を達成している戸数の割合。
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騒音測定の様子

良好な生活環境の確保4

生活環境の保全

※ 1　－：測定未実施
　　　京都府測定分：原則 2年ごとの測定です。ただし測定
　　結果が良くない地点は翌年度も測定しています。
　　　舞鶴市測定分：原則 2年ごとの測定です。ただし測定結果
　　　が環境基準を超過した地点は翌年度も測定しています。
※ 2　道路に面する地域の測定個所はすべて幹線道路近接空間
　　であるために、環境基準と要請限度は地域の用途に関係
　　なく同一の基準が適用されます。
※ 3　一般地域の環境基準は、住居地域の基準です。一般地域
　　には、要請限度は適用されません。
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　　　  振動の状況（振動の測定結果※ 1）   

● 野焼きの防止
野焼きは農作業に伴う焼却など、一部例外を除き法律で禁止されています。野焼きの苦
情に対しては、その行為者に指導を行っているほか、市ホームページや市発行の冊子で、
野焼きをしないよう啓発を行っています。

● 環境保全の監視・指導の強化
市と市内の主な工場との間で環境保全協定を締結し、その協定に基づいた監視・指導を
行っています。

● 建設工事における環境配慮に向けた取り組みの推進
騒音・振動規制法で、特に著しい騒音・振動を発生させる作業を特定建設作業と定め、
それに該当する工事の作業時間等の規制遵守を呼び掛けています。

　　　  公害苦情件数の内訳   

公害に関する苦情は、
地域住民の日常生活に直
接関連した問題がほとん
どです。
平成26年度に受けた
苦情の件数は42件で、
25年度と比べ2件増加
しました。
大気に関するものが
15件と最も多く、その
内13件が野焼きに関す
るものでした。

● 連携の仕組みづくり
【まいづるクリーンキャンペーンの活動支援（再掲）】
「わたしたちのまちを、わたしたちの手
できれいにしよう」を合言葉に、平成8年
度から7月に全市一斉清掃日を設け清掃
活動が実施されています。
9年度からは、「まいづるクリーンキャ

ンペーン実行委員会」が主催者として実施
し、市はごみ袋の支給や清掃後のごみ回
収などの支援を行っています。
同会は、多年にわたる地域の環境美化

活動の功績が認められ、平成24年6月に
「環境大臣表彰」を受賞されました。
平成26年度は133組8,712人の参加申

し込みがあり、一斉清掃当日には約9トンの散乱ごみが回収されました（雨天のため東西メ
イン会場における清掃は中止）。

【まいづる環境市民会議】
環境基本計画の取り組みを、市民・事

業者・市民団体などが協働で推進するた
め、平成24年4月30日、「まいづる環境
市民会議」が設立されました。
平成26年度末で、33団体・58個人が

同会議に参加しており、「低炭素社会の実
現」や「循環型社会の確立」、「自然との共
生社会の確立」に向け、環境基本計画の7
つのリーディングプロジェクト（4㌻参照）
を「地球温暖化防止」「循環型社会」「生
物多様性」の3つのプロジェクトチームにより推進しています。
まいづる環境市民会議には、個人でも団体でも参加いただけます。同会事務局の生活環

境課で随時受け付けています。
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良好な生活環境の確保4 協働社会の推進5

環境保全活動の連携

※ 1　測定結果は各地点で 10分程度、簡易的に測定したもので、参
考値です。
※ 2　L10…測定値を小さなものから順に並べ、上位と下位のそれぞ
れ 10％のデータを切り捨てた残りの最大値のことで、振動の評価
に使われます。
※ 3　測定地点は道路端です。
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